
１ は じ め に

国内５番目の海岸線延長を持つ愛媛県の海域は，西方

に長くのびた佐田岬半島を境として瀬戸内海と宇和海に

区分され，瀬戸内海は西方から東方にかけ伊予灘，斎灘，

燧灘に細分化されている．この海域では，上げ潮時に宇

和海から黒潮の枝流が北上して進入し，佐田岬を回り込

んで瀬戸内海を東方に向けて流れる大きな傾向がみられ

る（小坂１９８５）．このような潮汐環境から愛媛県沿岸に

は南方系の多様な海藻が生育し，地元の研究者によって

海産藻類のフロラに関する研究が進展してきた．

愛媛県における藻類研究史において最も重要な記録を

残したのは，師範学校や県立高校の教員をつとめ愛媛県

立博物館の設立にも尽力した八木繁一である．八木の業

績としてはオキチモズクの発見と原記載がクローズアッ

プされがちだが，愛媛県内の海産藻類の分布について，

平面的だけでなく潜水調査の結果を元に垂直分布まで明

らかにしたことが最大の功績と言える．これら一連の研

究の過程において，県内に自生する種，漂着等により偶

発的に採集される種，一部の淡水産藻類なども含めた目

録を整備し，愛媛県における藻類研究の礎を築いた（八

木１９２８，１９３０，１９５７，１９６４）．八木の元で生物学を修め

た研究者は多いが，その中でも藻類研究に顕著な足跡を

残した人物として，大内三郎が挙げられる．大内は特に

県南部の宇和海沿岸に生育する海産藻類について研究を

進め，目録を刊行した（大内１９８０）．１９５９年には愛媛県

立博物館が設置され，それと同時に館外活動のための組

織である愛媛自然科学教室が発足した．以後，同教室主

催の採集会が県内各地で催され，八木や大内らが指導的

役割を担い多くの標本が作成された．これらの標本は現

在，愛媛県立博物館や宇和島市自然科学博物館展示室に

収蔵されている．その一方で，八木が個人的に収集した

標本は，後進の研究者に与えられたり，後に設立された
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博物館に寄贈されたりしたことから県内各地に分散し，

その全容は未だに把握できていない．このほか，県西部

の伊方町出身の教員，野村義弘も海産藻類について研究

をすすめ，その業績は特に伊方町沿岸においてクロキズ

タの新産地を見いだしたことで知られている（野村

１９５７，鶴岡２０００）．

愛媛県における藻類研究の特徴は，これらの学校教員

によって支えられ発展してきた点にある．しかし近年で

は，野外観察に加えて標本採集を行う教員は減少し，ま

して学習内容から遠く離れてしまった藻類の研究に力を

入れる教員は希有な存在となってしまった．また県内の

大学には水産系の課程も無く，海産藻類を主要課題とす

る研究者も不在であった．このことは単に分類や生態に

関する新たな知見が取り入れられなかっただけではなく，

松山市や愛媛県が刊行したレッドデータブック事業にお

いて調査対象とすらならなかったことからも明らかなよ

うに，新たなデータ蓄積の著しい停滞を招いている．全

国的に見てもレッドデータブック整備事業で藻類の調査

に取り組む県は少ないが，愛媛の場合には比較対象とな

る既存データがあるだけに残念と言わざるを得ない．応

用面においても状況は深刻で，地方公共団体が所管する

水産試験場等の試験研究機関では，本県水産業の主力で

ある魚介養殖に関連した試験研究が中心であり，海産藻

類に関する研究は主要な課題として取り組まれることが

少なかった．確かに藻類は直接かつ迅速に水産業の振興

や増収に結びつくわけではないが，例えば養殖に用いる

稚魚「モジャコ」やワタリガニの幼生がホンダワラ類の

流れ藻を生息場所としていることから，ブリの養殖やワ

タリガニを対象とした漁を操業するうえでは，流れ藻の

多寡に関する情報は重要な意味を持つ．九州・四国沿岸

域のホンダワラ類藻場では，その種構成が安定的なもの

ではなく時にドラスティックな変化を示し，流れ藻とと

もにその構成に南方系と言われる種が増加していること

が明らかにされつつある（平岡ほか２００５，原口ほか

２００６，田井野２００６）．沿岸域の漁業資源を持続的に確保

する観点から，流れ藻や藻場の種構成とその変動は海域

の基礎的な情報であるとともに，継続的なモニタリング

を施すべき要素と考えられる．

本研究では，過去に発表された愛媛県沿岸における海

産藻類の主要なフロラリストからホンダワラ科藻類の記

録を抽出し，過去の分布記録を把握するとともに，特に

最近注目されつつある南方系種の確認状況について若干

の考察を試みた．ホンダワラ類に限ったことではないが，

海産藻類においても種の認識が深まるにつれて種が細分

化されたり，あるいはシノニムとして統合されたりする

事例は枚挙にいとまがない．これは今回の調査でリスト

アップしたホンダワラ科藻類にも当てはまることから，

現在の知見から過去の確認種の再検討を試みた．これら

の作業を通じ，愛媛県における藻類全般の分布記録の編

纂や絶滅リスクの高い種のリスト作成など，生物として

の海産藻類に関する基礎資料を蓄積することが本研究の

底意である．このような資料を継続的かつ多面的に収集・

検討することで，藻場造成や流れ藻など応用面の研究に

も活用されることを期待したい．

２ 調 査 方 法

愛媛県内で生育が確認されたホンダワラ科の藻類につ

いて，既存の文献から情報を抽出した．調査に用いた文

献は，一定の時期・期間または特定の地域において調査

されたフロラリストおよび標本目録の体裁を持つものと

した．調査に用いた論文を時系列に並べると以下の通り

となる．

「愛媛県植物誌」（八木１９２８）

「愛媛県海藻誌」（八木１９３０）

「瀬戸内海および豊後海峡の海藻」（八木１９３９）

「忽那七島調査報告書」（八木１９５１；海藻の項を八木が

分担執筆）

「渭南海岸調査報告書」（八木１９５３；海藻の項を八木が

分担執筆）

「来島海峡の海藻」（八木１９５７）

「鹿島の海藻」（八木１９５９）

「伊予の海藻目録」（八木１９６４）

「宇和海の海藻目録」（大内１９８０）

「日本産海藻標本目録 緑藻・褐藻編」（瀬戸ほか１９８８）

「伯方島の生物」（井口１９９３；海藻の項を井口が分担執

筆）

「弓削の海藻・磯の生物」（田中ほか２００２）

「愛媛県八幡浜市伊予大島・地大島周辺に生育する海藻」

（芹澤ほか２００３）

「Marine Algae in the vicinity of Biological Institute on

Kuroshio, Kochi Prefecture, Japan.」（Noro，２００４）

「愛媛県二神島保護水面で採集された海藻の一覧と

LFD 指数による検討（鈴川２００６）

以上の１５編に加え，宇和島自然科学教室標本室に収蔵

されている海藻標本目録（大栄，未発表）を用い，約８０

年間にわたる記録から種の抽出を行った．古い文献では

種の認識が現在と異なるものも見られるが，これらは現

在の知見に基づきシノニムとしてまとめた．

文献でのリストアップと並行して，愛媛県立博物館と

当館に収蔵されている海藻標本のホンダワラ科藻類につ

いて確認を行った．愛媛県立博物館には八木繁一が勤務

していたことから八木による採集・同定標本の一部が収

蔵されており，当館には野村義弘と新居浜市の教員だっ
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た村上好央１）によって採取された標本が収蔵されている．

なお宇和島自然科学教室には大内三郎による採集・同定

標本の大半が収蔵されているが，筆者による疑問種の精

査などが現時点で完了していないため，本稿では文献資

料としての扱いにとどめた．

３ 愛媛県沿岸で記録されたホンダワラ類

文献調査で確認されたホンダワラ科藻類は４属４３種，

標本調査で確認された種数は３属２４種であり，シノニム

として統合されるなど現在では通用しなくなったものを

除いた種数の合計は４属３８種となった（Tab．１）．これ

は国内に分布するホンダワラ類６８種（吉田ほか２００５）

の５０％強に相当する．以下の項では，確認された種の状

況を述べる．海産藻類の種を記述する際，種小名のアル

ファベット順に並べる例が多いが，本稿では南方系種の

考察や近縁種との比較の観点からも考慮して，属，亜属，

節レベルの類縁関係が分かるように吉田（１９９８）の検索

表に依拠した順序で配列した．全ての種の学名は吉田ほ

か（２００５）に準拠した．

ヤバネモク属 Hormophysa

ヤバネモク H. cuneiformis（Gmelin）Silva

南西諸島から熱帯域に分布する南方系のホンダワラで

ある．今回の調査では大内（１９８０）にのみ記述が確認さ

れ，その産地は南宇和郡由良とされている．日本産ホン

ダワラの中でも南方要素の特に強い種であることから，

自生であれば北限分布である等の観点からの記述があっ

ても不思議ではないが，特別な記述は見あたらない．さ

らに宇和島の標本目録にも記述が見あたらない．

ジョロモク属 Myagropsis

ジョロモク M. myagroides（Mertens ex Turner）Fensholt

本州から九州にかけての広い海域に分布する．今回の

調査では１９２８年と２００４年を除く全ての文献に記述が確認

されたことから，県内での分布は広く，安定傾向にある

ものと思われる．県立博物館，総合科学博物館の双方に

標本が確認された．

ヒエモク M. cystophyllum turneri

ヒエモクは現在ではジョロモクのシノニムとして統合

されている（吉田，１９９８）．八木（１９６４）ではジョロモ

クとヒエモクの識別について，ヒエモクはジョロモクよ

り小形であることや気胞の形状が異なることを挙げてい

る．県立博物館の標本調査でもヒエモクと同定された標

本を確認している．

ホンダワラ属 Sargassum

Schizophycus 亜属

タツクリ S. tosaense Yendo

四国沿岸に分布するヤツマタモクの近縁種である．ト

サモクとともに形態や生態についての知見が乏しく，ヤ

ツマタモクとの類縁関係の再検討も含め，今後の検討を

要する種である．今回の調査では鈴川（２００６）に記述が

確認された．鈴川の報告は二神島保護水面において１９７３

年から２００４年までの間に実施された植生調査の結果から

確認種をリストアップし，褐藻類３目による LFD 指数

によって海域の温度環境を検討したものである．植生調

査の結果の一部は大内三郎氏によって同定されており，

１９８８年の報告に本種が含まれている．この証拠標本は水

産試験場に保管されている可能性が高く，今後の精査を

要する．

ヤツマタモク S. patens C. Agardh

本州から南西諸島，中国沿岸にかけての広い海域に分

布する．今回の調査では，１９９８年と２００４年を除く全ての

文献に記述が確認された．また，県立博物館，総合科学

博物館の双方に多数の標本が確認されていることから，

県内での分布は安定傾向にあるものと思われる．

ヤツマタモク変種 S. patens var. schizophyllum（kutzing）

Yendo

ヤツマタモクの変種として記載されているが，形態や

分布の実態など詳細はよく分かっていない．今回の調査

では八木（１９６４）と大内（１９８０）にのみ記述があり，い

ずれも S. patens var. schizophylla Yendo とされているが，

本種を指しているものと思われる．八木・大内の標本調

査でも本種に該当する標本は現在までのところ確認でき

ておらず，今後の検討を要する種の１つである．

シロコモク S. kushimotoense Yendo

本州から南西諸島にかけて分布するヤツマタモクの近

縁種であるが，確実な採集例が少なく，形態や分布の実

態など詳細はよく分かっていない（吉田，１９８８）．今回

の調査では八木（１９６４）と大内（１９８０）にのみ記述が確

認された．いずれも和名を「シコロモク」としているが，

学名による照合で本種と対応した．宇和島の標本目録に

は本種の記述があることから，今後の標本精査によって

知見が増えるものと期待される．

カラクサモク S. pinnatifidum Harvey

本州から南西諸島にかけて生育するヤツマタモクの近

縁種であるが，シロコモクと同様に確実な採集例が少な

く，Harvey による原記載と後の種の知見に相違があり，

形態や分布の実態など詳細はよく分かっていない（吉田，
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属名 Genus 種名 Species 異名 Synonym １９２８ １９３０ １９３９ １９５１

１ ヤバネモク属
Hormophysa

ヤバネモク
cuneiformis (Gmelin) Silva

２ ジョロモク属
Myagropsis

ジョロモク
myagroides (Mertens ex Turner) Fensholt ○ ○ ○

３ ヒエモク
cystophyllum turneri

３ ホンダワラ属
Sargassum

Schizophycus 亜属 タツクリ
tosaense Yendo

４ ヤツマタモク
patens C. Agardh ○ ○ ○ ○

５ ヤツマタモク変種
var. schizophylla

６ シロコモク
kushimotoense Yendo

７ カラクサモク
pinnatifidum Harvey

８ トサモク
kashiwajimanum Yendo ○

９ Bactrophycus 亜属 ナラサモ
nigrifolium Yendo

１０ ヒラネジモク
okamurae Yoshida et T. Konno

１１ アカモク
horneri (Turner) C. Agardh ○ ○ ○ ○

１２ クソタレモク
f. furcatodentatum

１３ シダモク
filicinum Harvey

１４ フシスジモク
confusum C. Agardh ○

１５ ホンダワラ
fulverllum (Turner) C. Agardh ○ ○ ○ ○

１６ イソモク
hemiphyllum (Turner) C. Agardh ○ ○ ○ ○

１７ タマナシモク
nipponicum Yendo

１８ ミヤベモク
miyabei Yendo

１９ ハハキモク
kjellmanianum Yendo ○ ○ ○ ○

２０ タマハハキモク
muticum (Yendo) Fensholt

２１ ウミトラノオ
thunbergii (Martens ex Roth) Kuntze ○ ○ ○ ○

２２ オオトラノオ
f. swartzianum

２３ ヒジキ
fusiforme (Harvey) setchell ○ ○ ○

２４ ヨレモクモドキ
yamamotoi Yoshida

２５ オオバモク
ringgoldianaum Harvey ssp. ringgoldianum ○ ○ ○

２６ イトヨレモク
trichophyllum (Kutzing) Kuntze

２７ ネジモク
sagamianum Yendo ○ ○

２８ オオバノコギリモク
giganteifolium Yamada

２９ トゲモク
micracanthum (Kutzing) Endlicher ○ ○ ○

３０ ノコギリモク
macrocarpum C. Agardh ○ ○ ○ ○

３１ ヨレモク
siliquastrum (Turner) C. Agardh ○ ○ ○ ○

３２ ウスバノコギリモク
serratifolium (C. Agardh) C. Agardh

Sargassum 亜属 マジリモク
carpophyllum J. Agardh

３３ ホソバモク
angustifolium sensu Yamada

３４ コブクロモク
crispifolium Yamada

３５ エンドウモク
yendoi Okamura et Yamada

３６ マメタワラ
piluliferum (Turner) C. Agardh ○ ○ ○ ○

３７ キレバモク
alternato-pinnatum yamada

３８ ツクシモク
assimile Harvey ○ ○

３９ フタエモク
duplicatum Bory

４０ ナンカイモク
sandei

４１ トサカモク
cristaefolium C. Agardh ○ ○ ○

４２ ラッパモク属
Turbinaria

ラッパモク
ornata (Turner) J. Agardh
タカツキモク
turbinata (Linnaeus) Kuntze

４３ タカズキモク
trialata

４４ 所属不明
Unknown

ジンメソウ
s. vulgare

４５ ススキモク
s. graminifolium
total number of species １２ １６ １８ １１

表１．愛媛県産ホンダワラ科藻類
Tab. １ List of Sargassceae species in Ehime Prefecture
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１９５３ １９５７ １９５９ １９６４ １９８０ １９８８ １９９３ ２００２ ２００３ ２００４ ２００６ UWAJIMA
speciemens

EM EPSM

○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○

２２ １７ １５ ３０ ２９ １３ １１ １２ １６ ６ １７ ２４ ２３ １７

小 林 真 吾
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１９８８）．今回の調査では八木による報告（八木１９５３，

１９５７，１９６４）と大内（１９８０）に記述が確認された．愛媛

県総合科学博物館に収蔵されている野村義弘氏の標本中

に同種とされたものが見つかったが，葉の分岐様式や生

殖器床などの特徴のはっきりしない未成熟な切れ藻であ

り，ヤツマタモクの変異の範囲内と考えられた．なお，

宇和島の標本目録には本種の記述があることから，今後

の標本精査・比較によって知見が増えるものと期待され

る．

トサモク S. kashiwajimanum Yendo

四国沿岸に分布するヤツマタモクの近縁種である．タ

ツクリとともに形態や生態についての知見が乏しく，ヤ

ツマタモクとの類縁関係の再検討も含め，今後の検討を

要する種である．今回の調査では，八木による報告（八

木１９３９，１９５３，１９６４）のほか，大内（１９８０），Noro（２００４）

などに記述が確認された．標本調査では，本種に該当す

る標本は現在までのところ確認できておらず，今後の検

討を要する種の１つである．

Bactrophycus 亜属

ナラサモ S. nigrifolium Yendo

本州中部から南部沿岸に分布する種で，岩面を這うよ

うに生育する特徴がある．今回の調査では大内（１９８０）

と井口（１９９３）に記述が確認された．標本での確認例は

無いが特徴の明瞭な種であることから誤認の可能性は低

いと考えられる．確認例が少ないことから，個体数はそ

れほど多くないものと推測される．

ヒラネジモク S. okamurae Yoshida et T. Konno

かつてネジモクされた種が３種類に細分化され，本州

中部から南部の太平洋沿岸に生育する形質のものが本種

とされた．残りの２種は紀伊半島に産するネジモク S.

sagamianaum と北方系のアズマネジモク S. yamadae で

ある．この種の区分は比較的近年のことであったため，

今回の調査においても芹澤ほか（２００３）および宇和島の

標本目録に記録があったのみである．これ以外の報告で

ネジモクとされているものは，すべて本種にあたると考

えられる．

アカモク S. horneri（Turner）C. Agardh

北海道から九州，中国近海にかけての広い海域に分布

する．今回の調査では，２００４年を除く全ての文献に記述

が確認された．また標本調査でも県立博物館，総合科学

博物館の双方に多数の標本が確認されていることから，

県内での分布は地理的・時間的に安定傾向にあるものと

思われる．

クソタレモク S. horneri f. furcatodentatum

アカモクの品種として記載された種であるが，現在で

はアカモクに統合されている（吉田１９９８）．今回の調査

では，八木の報告の一部（１９５３，１９６４）と大内（１９８０）

に記述が確認された．

シダモク S. filicinum Harvey

気胞の形態と雌雄株の異同でアカモクと識別される近

縁種である．県内での認識は比較的新しいが，最近では

アカモクと同一種群と考える見解もある（鰺坂・上井

２００６）．今後の精査が必要な種の１つである．標本調査

では，県立博物館の収蔵標本中に本種と認識される形態

の気胞を持つものが多数確認された．

フシスジモク S. confusum C. Agardh

樺太沿岸から北海道，本州，九州および中国沿岸にま

で分布する種であり，形態の変異が大きい種である．今

回の調査では八木による一連の報告（八木１９３９，１９５３，

１９５７，１９６４）のほか，大内（１９８０），大阪市立博物館

（１９８８），鈴川（２００６）に記述が確認された．標本調査

では，県立博物館，総合科学博物館の双方に標本が確認

された．八木（１９６４）は，気胞が葉の頂部にあるとの記

述が見られるが，本種の形態変異の範疇に含まれるもの

か標本を精査する必要がある．

ホンダワラ S. fulverllum（Turner）C. Agardh

北海道から九州，中国近海にかけての広い海域に分布

する．今回の調査では，２００４年を除く全ての文献に記述

が確認された．また，県立博物館，総合科学博物館の双

方に多数の標本が確認されていることから，県内での分

布は地理的・時間的に安定傾向にあるものと思われる．

イソモク S. hemiphyllum（Turner）C. Agardh

本州から九州，中国近海にかけての広い海域に生育す

る．今回の調査では，１９８８年と１９９３年，２００２年を除く全

ての文献に記述が確認された．県立博物館，総合科学博

物館の双方で多数の標本が確認されていることから，県

内での分布は地理的・時間的に安定傾向にあるものと思

われる．葉や気胞の形態変異が著しく，標本調査では他

種との誤認が多かった．

タマナシモク S. nipponicum Yendo

本州から九州の太平洋岸に分布する種で，付着基部周

辺と葉，気胞の形態などでイソモクと識別される．今回

の調査では八木による報告（八木１９５３，１９５７，１９６４）

に記述が確認された．このうち八木（１９６４）には，前種

との識別を葉や気胞の多寡に準拠する記述が見られるが，

現在の分類では検索の鍵として重要なのはそれらの形態

愛媛県におけるホンダワラ科藻類の記録とマジリモクの分布に関する考察
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である．新井ほか（１９８６）は水深１～２メートルの深さ

に生育するイソモクの葉がタマナシモクに酷似すること

を観察し，岡村（１９３６）などがこのようなタイプのイソ

モクをタマナシモクとして記載した可能性があることを

指摘した．八木（１９６４）でも，イソモクの生育場所を低

潮線，タマナシモクはそれよりも深い漸深帯としている

ことから，同様の誤認があった可能性が大きい．この観

点からの標本の精査が必要である．

ミヤベモク S. miyabei Yendo

日本海では兵庫以北，太平洋では宮城以北に分布する

北方系の種である（吉田１９９８）．ミヤベモクとしては弓

削町での報告が初めてと思われる（田中ほか２００２）が，

次種の検討も含め今後の精査が必要な種の１つである．

ハハキモク S. kjellmanianum Yendo

前種ミヤベモクのシノニムとして統合された種である

（吉田１９９８）．愛媛県沿岸では八木による一連の報告に

記述があるほか（八木１９２８，１９３０，１９３９，１９５１，１９５３，

１９５７，１９６４），大内（１９８０），井口（１９９３）の報告にも記

述が確認された．このうち八木（１９６４）では，本種の特

徴の１つに雌雄同種と記している．本種と統合されたミ

ヤベモクは雌雄異種であることから，一連の報告では雌

雄同種のタマハハキモクを指していた可能性が高い．こ

れらの観点から他の報告も精査する必要がある．

タマハハキモク S. muticum（Yendo）Fensholt

気胞の形態や雌雄株の異同などの特徴でミヤベモクと

識別される種である．県内での認識は比較的新しく，

１９８８年の報告以降記録が散見された（大阪市立博物館

１９８８，田中ほか２００２，鈴川２００６）．古い時期にハハキ

モクとされた種は本種である可能性もあることから，今

後の精査が必要な種の１つである．

ウミトラノオ S. thunbergii（Martens ex Roth）Kuntze

北海道から九州，中国近海にかけての広い海域に分布

する．今回の調査では全ての文献に記述が確認された．

また，標本調査でも県立博物館，総合科学博物館の双方

で多数の標本が確認されていることから，県内での分布

は地理的・時間的に安定傾向にあるものと思われる．

オオトラノオ S. thunbergii f. swartzianum Okamura

八木の一連の報告（八木１９５３，１９５７，１９５９，１９６４）

と，大内（１９８０）に記述が確認されたウミトラノオの品

種である．吉田（１９９８）には，シノニムとして統合され

た S. swartzianum Yendo１９０７など種小名に swartzi が含

まれる種が７種記述されているほかは，種内品種につい

ては詳細が記されていない．報告の元となった標本の確

認と精査が必要である．

ヒジキ S. fusiforme（Harvey）setchell

北海道から九州，中国近海にかけての広い海域に分布

する．今回の調査では全ての文献に記述が確認された．

また，標本調査でも県立博物館，総合科学博物館の双方

で多数の標本が確認されていることから，県内での分布

は地理的・時間的に安定傾向にあるものと思われる．

ヨレモクモドキ S. yamamotoi Yoshida

本州中部から九州の太平洋沿岸に分布する．かつては

ヨレモクと混同されていた．種そのものの認識も新しく，

今回の調査では芹澤ほか（２００３）にのみ記録があった．

これまでヨレモクとしてきたものの中に含まれている可

能性もあることから，標本の精査が必要である．

オオバモク S. ringgoldianum Harvey

本州中部から九州，朝鮮半島に分布する．今回の調査

では八木による一連の報告（八木１９２８，１９３０，１９３９，

１９５３，１９５９，１９６４）と大内（１９８０），鈴川（２００６）に記

述が確認された．このうち八木（１９５９）では，打ち上げ

個体採集との記述がある．現在ではオオバモクの下位区

分として，雌雄生殖器床の形態から S. ringgoldianum

ssp. ringgoldianum；オオバモクと S. ringgoldianum ssp.

coreanum；ヤナギモクの２亜種に分けられ，オオバモ

クは関東地方，ヤナギモクが紀伊半島以西に分布すると

された（吉田１９９８）．この区分に厳密に従えば，本県に

産するものはヤナギモクにあたる．記述の根拠となった

標本の精査が必要である．標本調査で見つかった標本は，

いずれも未熟個体で生殖器の確実な確認が出来ていない．

イトヨレモク S. trichophyllum（Kutzing）Kuntze

瀬戸内海を中心に分布する．葉の裂片が糸状になる特

徴がある．今回の調査では大阪市立博物館（１９８８）と芹

澤ほか（２００３）のみ記述が確認された．標本調査でも本

種は確認されているが，いずれもヨレモクの誤認か，未

同定のままであった．本種が記載されたのは１９８０年代で

あることから，今後の精査で本種の記録が増加すると考

えられる．

ネジモク S. sagamianum Yendo

本州太平洋沿岸に広く分布する種として記載されたが，

その後の研究でネジモクそのものは紀伊半島にのみ産す

る種を指し，それ以外は南方系のヒラネジモク，北方系

のアズマネジモクに区分された．本調査では八木（１９３０，

１９３９，１９５３，１９６４）と大内（１９８０）に記述があるが，い

ずれもヒラネジモクを指しているものと考えられる．

小 林 真 吾
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オオバノコギリモク S. giganteifolium Yamada

本州中部の太平洋沿岸に分布する．今回の調査では八

木（１９６４）と大内（１９８０），芹澤ほか（２００３）に記述が

確認された．

吉田（１９９８）は本種の分布を千葉県から静岡県の間と

しており，分布域に疑問が残る．鈴川（２００６）による二

神島の報告にも本種の記録があるが，分布域に問題があ

るとしてリストからは除外されている．八木（１９６４）で

は生殖器床の形態が複総状である点を識別点に挙げてい

る．ノコギリモクも本種も生殖器床そのものは総状配列

であるが，それらがどの部位に形成されるか，どのよう

な形状をしているかが検索の鍵となっており，生殖器床

を伴った標本での精査が必要と考えられる．標本調査で

は未熟な個体の標本しか確認できなかった．

トゲモク S. micracanthum（Kutzing）Endlicher

本州から九州，朝鮮半島沿岸に広く分布する．今回の

調査では八木（１９２８，１９３０，１９３９，１９５３，１９５７，１９５９，

１９６４）と大内（１９８０），井口（１９９３），芹澤ほか（２００３），

鈴川（２００６）に記述が確認された．各地で実施した標本

調査でも多数の標本が確認されていることから，県内で

の分布は地理的・時間的に安定傾向にあるものと思われ

る．

ノコギリモク S. macrocarpum C. Agardh

本州から九州，朝鮮半島にかけての広い海域に分布す

る．今回の調査では，２００２年と２００４年を除く全ての文献

に記述が確認された．標本調査でも県立博物館，総合科

学博物館の双方で多数の標本が確認されていることから，

県内での分布は地理的・時間的に安定傾向にあるものと

思われる．

ヨレモク S. siliquastrum（Turner）C. Agardh

北海道東部と三陸沿岸を除く日本各地から朝鮮半島，

中国沿岸にかけての広い海域に分布する．今回の調査で

は全ての文献に記述が確認された．また，標本調査でも

県立博物館，総合科学博物館の双方で多数の標本が確認

されていることから，各県内での分布は地理的・時間的

に安定傾向にあるものと思われる．形態変異が著しく誤

認が多かったため，今後の精査で注意を要する種と言え

る．

ウスバノコギリモク S. serratifolium（C. Agardh）C.

Agardh

本州から九州の日本海沿岸に分布する．今回の調査で

は鈴川（２００６）に記述が確認された．鈴川の報告は二神

島保護水面において１９７３年から２００４年までの間に実施さ

れた植生調査の結果から確認種をリストアップし，褐藻

類３目による LFD 指数によって海域の温度環境を検討

したものである．植生調査の結果の一部は大内三郎氏に

よって同定されており，その中に本種が含まれている．

宇和島の標本目録中にも同種の記録があることから，今

後の調査で標本の精査を要する．

Sargassum 亜属

マジリモク S. carpophyllum J. Agardh

本州日本海中部から九州，中国沿岸にかけての広い海

域に分布する（吉田１９９８）．最近になって瀬戸内海での

自然分布が確認されている（島袋ほか２００６）．今回の調

査では文献での記述は確認されなかったが，標本調査で

は県立博物館，総合科学博物館の双方で付着器官のない

標本が確認された（Fig．１－６）．文献では，シノニム

に統合されたホソバモクの記述が確認されていることか

ら，自然分布の確認が必要である．

ホソバモク S. angustifolium sensu Yamada

マジリモクのシノニムとして統合されている（吉田

１９９８）．今回の調査では八木（１９５７，１９６４）に記述が確

認された．八木（１９５７）ではリスト以外に，ホンダワラ

に混在して正月飾りなどに利用されているとの記述があ

る．この記述だけでは誤認の可能性もあるが，八木

（１９６４）では生殖器床が気胞と混在する zygocarpic の

特徴と気胞の形態についての記述があることから，マジ

リモクと考えられる．

コブクロモク S. crispifolium Yamada

本州中部の太平洋岸から九州にかけて分布する．今回

の調査では八木（１９５３，１９６４）と大内（１９８０）に記述が

確認された．また標本調査でも県立博物館，総合科学博

物館の双方で付着器官のない標本が確認された．分布域

としては生育の可能性があることから現状の調査が急務

である．

エンドウモク S. yendoi Okamura et Yamada

本州中部から九州にかけて分布する．今回の調査では

八木（１９５３，１９５７，１９６４），田中ほか（２００２），芹澤ほか

（２００３）に記述が確認された．標本調査では本種と同定

されている標本が見つかっているが，別種と誤認してい

るケースが見受けられた．本種は現在，太平洋産と日本

海産で雌雄株の異同に違いがあることから，どちらのタ

イプか確認する必要がある．

マメタワラ S. piluliferum（Turner）C. Agardh

本州から東南アジアにかけての広い海域に分布する．

今回の調査では，１９９３年を除く全ての文献に記述が確認

された．また，各地で実施した標本調査でも多数の標本

愛媛県におけるホンダワラ科藻類の記録とマジリモクの分布に関する考察
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が確認されていることから，県内での分布は地理的・時

間的に安定傾向にあるものと思われる．

キレバモク S. alternato-pinnatum Yamada

本州中部の太平洋岸から九州にかけて分布する．今回

の調査では，県立博物館において付着器官のない標本が

確認されたが，文献での記述は確認されなかった．県内

自生について現状の調査が急務である．

ツクシモク S. assimile Harvey

本州南部の太平洋岸から南西諸島，中国近海にかけて

分布する．今回の調査では八木（１９３０，１９３９，１９５３，

１９６４）と大内（１９８０）に記述が確認された．愛媛では八

木・大内以降の確認例が無い海藻が多くあるが，本種も

その１つである．分布域としては生育の可能性があるこ

とから現状の調査が急務であるとともに，八木・大内ら

の標本を探索する必要がある．

フタエモク S. duplicatum Bory

本州中部の太平洋岸から南西諸島，太平洋熱帯域にか

けての広い範囲に分布する．今回の調査では八木（１９５９，

１９６４）と大内（１９８０），大阪市立博（１９８８）に記述が確

認された．このうち八木（１９５９）では，打ち上げ個体採

集との記述がある．標本調査では県立博物館において付

着器官のない標本が確認された．分布域としては生育の

可能性があることから，現状の調査が急務である．

ナンカイモク S. sandei

吉田（１９９８）ではフタエモク S. duplicatum のシノニ

ムとして統合されているが，鰺坂（２００６）ではインドネ

シアから報告されたとの記述があり，種の定義について

は今後の推移に留意が必要である。今回の調査では，大

内（１９８０）にのみ記述が確認されたが，宇和島の標本目

録には記述がない．

トサカモク S. cristaefolium C. Agardh

本州中部の太平洋岸から南西諸島，インド洋にかけて

の広い範囲に分布する．今回の調査では八木（１９２８，

１９３０，１９３９，１９５３，１９５９，１９６４）と大内（１９８０），に記

述が確認された．このうち八木（１９５９）では，打ち上げ

個体採集との記述がある．本種も八木・大内以降の記録

がない種の１つである．分布域としては生育の可能性が

あることから現状の調査が急務であるとともに，八木・

大内らの標本を探索する必要がある．

ラッパモク属 Turbinaria

ラッパモク T. ornata（Turner）J. Agardh

南西諸島から台湾沿岸，太平洋熱帯域の広い範囲に分

布する．今回の調査では，八木（１９６４）および大内

（１９８０）に記述が確認された．八木（１９６４）では南宇和

郡内における打ち上げ個体採集との記述がある．標本調

査では，当館に収蔵されている野村義弘コレクション中

に，付着器官のない標本が確認された．標本は藻体の一

部であり漂着個体である旨の記述が確認された．

タカズキモク T. trialata

タカツキモク T. turbinata（Linnaeus）Kuntze のシノ

ニムに統合されている（吉田ほか２００５）．タカツキモク

は南西諸島で採集された個体から遠藤によって記載され

たが，その後の記録に乏しく分布が疑わしいとされる

（吉田１９９８）．今回の調査では，八木（１９６４）および大

内（１９８０）に記述があり，いずれも和名はタカズキモク，

産地は南宇和郡当木島とされているのみで特別な記述は

見あたらない．これまでの標本調査でも該当種が見あた

らないことから，引き続き標本の探索を要する．

詳細不明 Unknown

ジンメソウ S. vulgare C. Agardh

ALGAEBASE によれば，大西洋から地中海に分布す

るとされている．現在の日本産ホンダワラ科藻類には該

当する種が見あたらない．岡村（１９３６）では国内記録と

しては２変種があり，そのうちの１種が確認されている

旨の記述がある．今回の調査では，八木（１９６４）および

大内（１９８０）に記述が確認されたが，宇和島の標本目録

には記述がなく標本も確認できていない．

ススキモク S. graminifolium C. Agardh

ALGAEBASE によれば，中国およびベトナム沿岸か

らの報告がある．現在の日本産ホンダワラ科藻類には該

当する種が見あたらないが，分布の可能性はある．岡村

（１９３６）ではツクシモク S. assimile Harvey の近縁種と

して記載されているが種の検索表によれば，前種のジン

メソウとも酷似する．今回の調査では，八木（１９６４）お

よび大内（１９８０）に記述が確認されたが，宇和島の標本

目録には記述がなく標本も確認できていない．

４ マジリモクの分布に関する考察

Sargassum 亜属に属するマジリモク S. carpophyllum

は，中国沿岸から南西諸島にかけて分布の中心がある南

方系のホンダワラとして知られる．南方系ホンダワラと

いう定義は明確なものではないが，一般的には Sargas-

sum 亜属に属する種で分布の中心が琉球地方にあるも

のを指すことが多い（山田１９４２a，桐山ほか２００６）２）．

マジリモクの和名は，Zygocarpicae 節の特徴でもある

zygocarpic な形態，すなわち生殖器床と気胞や葉が混じ

小 林 真 吾
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っていることに因んだものである．本種は近年，海洋の

温暖化に伴ってその分布北限が北上しつつある「温暖化

の先兵」として注目されている．島袋ほか（２００６）は，

日本各地の標本庫の収蔵標本の調査と潜水調査の結果か

らマジリモクの詳細な形態を観察するとともに生育環境

の特徴にも言及，特に瀬戸内海域で自生している個体を

確認した点で興味深い．また田井野（２００６）では，２００４

年の流れ藻調査でマジリモクが確認されたことに加え，

２００６年に自生が確認されたことも報告している．吉田

（２００７）は，１９５０年代に採集された海藻標本集からマジ

リモクが見いだされたことを報告し，温暖化だけが要因

ではなく古くから自生していた可能性についても言及し

ている．現在発表されている論文等から瀬戸内海域で採

集されたマジリモクの記録を整理すると，上記の島袋ほ

か（２００６）の報告（２００３年・山口県屋代島），田中・田

中（２００５）の報告（１９６０年・広島県西能美島），吉田

（２００７）の報告（１９５０年・向島）が存在する．これらの

記録に加わるものとして，今回の調査において愛媛沿岸

で採集された標本が確認された．愛媛県総合科学博物館

に収蔵されている村上好央氏の海藻標本集から，１９４１年

に松山市の高浜で採集した標本が確認された（Fig．１－

２）．さらに県立博物館の収蔵標本からは採集年代が不

明の４点の標本が見いだされた（Fig．３－６）．このう

ちの１点に地名と氏名が記載されている．今回確認され

た標本は，全て生殖器床を持つ成熟個体であるが付着器

を欠いており，漂着個体である可能性がある．

南方系のホンダワラという観点から論じたのはおそら

く山田（１９４２a，b，c）が初めてであると思われる．こ

のなかにマジリモクが記述されているが，マジリモクの

シノニムとして統合されたホソバモク S. angustiforium

も報告されている．ホソバモクは固着している藻体を採

集して記載されたものではなく，高知県沿岸および広島

県向島に漂着した藻体を元に記載されている．広島県向

島の個体は，１９３０年に広島文理大向島臨海実験所の瀧博

士によって採集されたものと記されている．一方，高知

県産の個体は，牧野富太郎博士によって採集され遠藤吉

三郎博士に送られたものであり，遠藤博士が Fucaceae

of Japan（１９０７）を著した際に S. vulgare var. linearifolia

J. Ag として記載された根拠の標本としている３）．

今回の調査で確認した文献には，ホソバモクに関する

記述がみられた．八木繁一が海藻のフロラを論じた最も

古い報告は「愛媛県植物誌」（八木１９２８），その２年後

に「愛媛県海藻誌」（八木１９３０）を出版している．これ

らにホソバモクについての記述はないが，植物研究雑誌

に山田の南方系ホンダワラに関する一連の論文が掲載さ

れた後の「来島海峡の海藻」（八木１９５１）および「伊予

の海藻目録」（八木１９６４）にはホソバモクに関する記述

がみられる．八木（１９５１）では，種のリストに挙げられ

ているほか，正月飾りに用いられるホンダワラに混入し

ていることを観察している４）．また八木（１９６４）では，

その分布を興居島の漸深帯と特定したうえで zygocarpic

の特徴を記述している．同書では，漂着によって得られ

たホンダワラ類はその旨を記述しているが，本種には断

り書きがない．この点は，間接的な推論であるがホソバ

モクが漂着個体ではなかったことを示唆している．

八木（１９６４）と大内（１９８０）には，現在ではその素性

がよくわからないジンメソウの記録がある．どちらの産

地も南宇和郡船越であり，同じ記録を元にした記述であ

ると推測される．八木（１９６４）ではホソバモクと同様に

分布を漸深帯としたうえで「茎は糸状，葉は線状，気胞

球状円頂」と記述している．またホソバモクと同様に漂

着の記述は見られない．八木と大内はジンメソウの学名

をS. vulgareとしている．藻類検索サイトのALGAEBASE

によれば，この学名は現在でも正当であるが，その分布

は大西洋や地中海となっており，日本とは著しくかけ離

れている．クロキズタのように日本と紅海に生育する隔

離分布のケースもあるが，そのような分布は一般的には

あまり考えられない．岡村（１９３６）は，S. vulgare その

ものは大西洋と地中海に分布するとしたうえで，その種

内変種の var. linearifolium および var. folisissimum の２

種が国内に産するとしている．前者は上記のとおりホソ

バモク記載の際に統合されたものである．一方，後者は

藻類検索サイトの ALGAEBASE によれば S. vulgare に

統合されており，日本沿岸での分布を考えるのは不自然

である．マジリモクは元来が南方系の種であり，対岸の

大分（神田２００６）でも分布記録があることから，県南

部の宇和海にマジリモクが生育していても何ら不思議は

ない．筆者の考えでは，八木らが記したホソバモクやジ

ンメソウがマジリモクであり，これらが稀産ながら宇和

海および瀬戸内海に自生していたものと推測する．これ

はあくまでも現段階での推論であり，付着器官の付いた

標本を確認するまでは断定できない．

近年，瀬戸内海における海水温が上昇傾向にあること

は疑いのない事実である．愛媛県の観測結果によれば，

伊予灘では過去３０年の間に平均水温が約０．５度上昇して

いる（黒田１９９２，坂口１９９６，高島２００４）．また鈴川

（２００６）の LFD 指数による海域環境の推定でも水温上

昇の傾向が確認されており，計算上では１９８７年から２００４

年までの１７年間に表面水温が１．３度上昇したことが明ら

かにされている．このような水温上昇がマジリモクをは

じめとする南方系ホンダワラの分布域を直接的に変容さ

せ，従来生育が困難であった水温の低い海域で個体数を

増加させたと仮定する．その個体群が流れ藻などを供給

する新たな母集団となるのであるから，年を追うごとに

漂着個体や生育確認も増加すると考えるのが当然であ

る．しかしながら現実的には，瀬戸内海では最初の確認

愛媛県におけるホンダワラ科藻類の記録とマジリモクの分布に関する考察

―１２―



と考えられる１９３０年以降，確認のペースが増加している

とは言い難い．また海域の温暖化が南方系ホンダワラの

侵入に大きく寄与しているとすれば，もっと多くの種が

マジリモクと同様に確認されるはずである．しかし実際

にはそのような報告は稀であり，今回の調査で瀬戸内海

への侵入・漂着記録が確認された南方系ホンダワラは，

フタエモクとトサカモクの２種（いずれも八木１９５９，

北条市鹿島；現松山市）のみであった．このこともマジ

リモクの分布拡大について疑問を投げかける根拠の１つ

である．これらの疑問を解消する糸口は，種ごとの低温

耐性を把握することにあると考えられる．原口ら

（２００５）は山口県沿岸に生育するホンダワラ類の生育適

温と上限温度について分析している．これと同様に，南

方系ホンダワラについての生育適温と下限温度を分析し

て種ごとの潜在的な侵入ポテンシャルを把握できれば，

その情報を元に温暖化のモニタリングが可能になると考

えられる．少なくとも現在の「温暖化の先兵・マジリモ

ク」という視点を，否定・肯定のどちらの立場から眺め

るかに関わらず，海洋温暖化と生物相変化の論拠として

把握するべき情報であろう．こうした分析は海洋温暖化

が進展するような状況になった場合の藻場造成や養殖種

苗確保の観点からも有益と考えられる．

５ お わ り に

愛媛県沿岸で確認されたホンダワラ類の情報を整理し，

県内に確実に分布する種を確認することができた一方で，

様々な課題も明らかになった．

１点目は各文献の裏付けとなった標本の探索と精査で

ある．後段で考察したマジリモクについてはもちろんで

あるが，それ以外にも現段階で分類学的に問題があるヤ

ツマタモクの系統や，古い文献にのみ記載のある種内変

種群，現在では用いられていない和名と学名が付された

種など，課題は山積みといってよい．中でも，これまで

愛媛県内でハハキモクとして報告されたものが果たして

現在のミヤベモクにあたるものかを確認することは重要

と考えられる．また Sargassum 亜属では，八木・大内

以降の記録が乏しい種が多いことから，多面的な取り組

みが必要と考えられる．八木繁一氏によって収集された

標本のうち，今回の調査で確認できたのはごく一部にす

ぎない．八木氏の標本は県内の数カ所に分散して収蔵さ

れており，それらの調査はまだ緒に就いたばかりである．

八木氏は褐藻類よりも紅藻類の分類を得意としていた傾

向があり，多くの新種を発見した．シノニムに統合され

ているものも含め，標本の探索は急務と言える．

２点目は自然分布の探索である．後段で考察したマジ

リモクをはじめとする，いわゆる南方系といわれる種が

どこにどれだけ生育しているか現状を把握することが急

務である．これらの調査結果は，将来の藻場造成におい

て用いるべき種の選定に貢献するはずである．また，今

回の調査では確認されなかった種の中では，特にスギモ

クが注目すべきものと考えられる．スギモクは日本海沿

岸にのみ生育が知られる種であったが，大分県や山口県

において自然分布が確認されており，関門海峡を通過し

た対馬海流の枝流によって瀬戸内海に侵入している可能

性が指摘されている（神田２００６，吉田忠生氏私信）．愛

媛県沿岸の瀬戸内海でも豊後水道に近い島嶼部などで自

然分布の可能性を探る必要がある．

３点目はさらなる情報収集および情報交換であろう．

研究者の高齢化や後継者不足から藻類の情報に空白期間

が生じており，今後の研究の推進にとっては大きな不安

材料である．南方系ホンダワラに関しては，鹿児島県水

産技術開発センターが中心となってホンダワラ類の分類

に関するワークショップを開催している．様々な立場と

地域の藻類関係者が集まったワークショップでは，短時

間に多くの情報を得ることができるメリットがある．こ

のような機会を作り出すことは簡単ではないが，海産藻

類のフロラ情報を蓄積し，応用面での課題を探るうえで

も有効と考えられる．

本論のような調査を行うことができたのは，標本を収

集し地道な研究に取り組んできた偉大な研究者がかつて

存在したことと，その成果を保管する博物館が存在した

ことに依拠している．今回の調査ではホンダワラ類に限

定したが，標本調査の過程では，八木氏が発見して長く

疑問種とされたヒラタコモングサなど注目すべき種の標

本を確認することが出来た．このように，後に様々な疑

問が生じた際に，自然史に関する情報を適切に提供でき

る場所と人材が存在することが重要であり，その存在が

自然科学における研究を未来に向けて推進させるといっ

て良いだろう．近年の世相は，こうした地道な研究の継

続性に危機を生じさせる傾向が見られるが，経済理念と

いう本質と違う分野の力学によって，地方の自然誌が終

焉を迎えることのないよう祈るばかりである．
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図っていただいた．これらの方々に記して厚くお礼申し

上げる．

本研究は，鹿児島県水産技術開発センターにおいて開

催された「亜熱帯性ホンダワラ属藻類の分類に関するワ

ークショップ」に参加したことが大きな契機となってい

る．藻類関係者が集まったワークショップで多くの標本

と熱のこもった議論を間近に見た刺激が，愛媛県におけ

るホンダワラの情報をまとめる原動力となった．この場

を借りて，ワークショップを運営された関係諸氏にお礼

申し上げる．

注 釈

１）村上好央氏は新居浜市内の小中学校に勤務していた

教員である．生物全般の造詣が深く，特に多足類の

研究を進められた．

２）独立行政法人水産総合研究センター西海区水産研究

所のホームページに，南方系ホンダワラに関する暫

定的分類基準などが解説されている．http : //snf.fra.

affrc.go.jp/sargasso/page-southsargasso.html

３）原文には，この標本は北海道大学農学部水産学教室

のさく葉室に収蔵されているとの記述があるが，現

在の北海道大学標本庫（SAP）の web 検索では，

本種と思しき標本は見あたらず，未入力である可能

性が高い．

４）八木（１９５１）は，愛媛新聞社主催の来島海峡におけ

る海藻調査結果の報告書である．同調査では潜水夫

による採取も行われた．９日間の調査中，４５回の潜

水作業が行われ，調査範囲は２５尋（約３８～４５メート

ル）に及んだ．
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物，海藻研究」大内三郎先生遺稿集．宇和島自然科

学教室．３１－５９．
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料目録第２０集日本産海藻標本目録ー緑藻・褐藻編．

大阪市立博物館，８８pp．

芹澤如比古・長谷川和清・田井野清也・井本善次・大野

正夫・崔昌根・田中次郎（２００３）：愛媛県八幡浜市

伊予大島・地大島周辺に生育する海藻．高知大学海

洋生物教育研究センター研究報告．No．２２，９７－

１０６．

島袋寛盛・新井章吾・寺脇利信・野呂忠秀（２００６）：日

本産マジリモク（褐藻綱・ヒバマタ目）の分類と分

布．藻類．５４－２．８５－８８．

鈴川健二（２００６）：愛媛県二神島保護水面で採集された

海藻の一覧と LFD 指数による検討．愛媛県水産試

験場研究報告．１２．１３５－１４８．

田井野清也（２００６）：高知県沿岸海域における流れ藻の

分布と種構成．月刊海洋．３８－８．５９０－５９４．

田中 博・田中貞子・浅野利充（２００２）：「弓削の海藻・

磯の生物」．弓削町．１６０pp．

田中 博・田中貞子（２００５）：「広島の海藻」２９０pp．

鶴岡英作（１９９７）：愛媛県のクロキズタ．藻類．４５－

２．１２１－１２２．

八木繁一（１９２８）：「愛媛県植物誌」．松山堂書店．愛

媛．３５４pp．

八木繁一（１９３０）：「愛媛県海藻誌」．松山道書店．愛媛．
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八木繁一（１９３９）：瀬戸内海及び豊後海峡の海藻．植物

分類地理．８－４．２４１－２５４．

八木繁一（１９５１）：忽那七島調査書．愛媛県．２５－２７．

八木繁一（１９５３）：自然公園調査書・渭南海岸．愛媛県．

９０－９８．

八木繁一（１９５７）：「来島海峡の海藻」．八木生物研究

所．４０pp．

八木繁一（１９５９）：鹿島の海藻．愛媛の自然．１－６．

１０２－１０３．

八木繁一（１９６４）：伊予の海藻目録．愛媛県立博物館研

究報告第４号．５２pp．

山田幸男（１９４２a）：南日本産ほんだわら属ノ種類ニ就テ

（其一）．植物研究雑誌．１８－７．３６９－３８１．

山田幸男（１９４２b）：南日本産ほんだわら属ノ種類ニ就テ

（其二）．植物研究雑誌．１８－９．５０３－５１９．

山田幸男（１９４２c）：南日本産ほんだわら属ノ種類ニ就テ

（其三）．植物研究雑誌．１８－１０．５５３－５６２．

吉田吾郎（２００７）：瀬戸内海に生えていた�温暖化の
「先兵」マジリモク．瀬戸内通信 No．５．１０－１１．

（独）水産総合研究センター．

吉田忠生（１９９８）：ひばまた目．「新日本海藻誌」．内田

老鶴圃．３５９－４１６．

吉田忠生・嶌田 智・吉永一男・中島 泰（２００５）：日

本産海藻目録（２００５年改訂版）．藻類．５３．１７９－

２２８．

Web

黒田広樹（１９９２）：愛媛県瀬戸内海域の水温変動につい

て．愛媛県水産試験場ホームページ

坂口秀雄（１９９６）：伊予灘の水温について．愛媛県水産

試験場ホームページ

高島 景（２００４）：伊予灘における水温の長期変動につ

いて．愛媛県水産試験場ホームページ

（独）水産総合研究センター西海区水産研究所ホームペー

ジ「長崎市沿岸で見られる南方系ホンダワラ類の暫

定的分類基準」：

http : //suf.fra.affrc.go.jp/sargasso/page-southsargasso.htm

藻類情報検索サイト algaeBASE：

http : //www.algaebase.org/
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図１：愛媛県総合科学博物館で確認されたマジリモクの標本
採集者：村上好央，採集地：高浜（松山）
採集年月日：昭和１６年６月９日

Fig．１：Specimens of S.carpophyllum, found in Ehime prefectural science
museum. Collected by Yoshio Murakami, in Takahama, Matsuyama,
９th, June.１９４１．

図２：図１標本の拡大．生殖器官と気胞，葉が混生している．
Fig．２：Close up of specimens（Fig．１）Zygocarpic stems can observe in photo.

図３：愛媛県立博物館で確認されたマジリモクの標本
採集者：阿部通雄，採集地：今治，採集年月日不詳

Fig．３：Specimens of S.carpophyllum, found in Ehime prefectural museum.
Collect in Imabari.

図４：図３標本の拡大．生殖器官と気胞，葉が混生している
Fig．４：Close up of specimens（Fig．３）Zygocarpic stems can observe in photo.

図５：愛媛県立博物館で確認されたマジリモクの標本
採集者・採集地・採集年月日不詳

Fig．５：Specimens of S.carpophyllum, found in Ehime prefectural museum.

図６：愛媛県立博物館で確認されたマジリモクの標本
採集者・採集地・採集年月日不詳

Fig．６：Specimens of S.carpophyllum, found in Ehime prefectural museum.
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